


はじめに

この本では無料で利用できる有用なWebサイトを5つのカテゴリに分けて紹介、解説していきます
。

「只より高いものはない」なんて言いますがネット上には只でむしろ利益を得られるものもあり

ます。

せっかくあるものを「知らない」という理由で活用しないのはもったいないです。先人たちに感

謝してありがたく使わせてもらいましょう。



クーポンのサイト

この章ではWebを利用して生活を豊かにする方法を紹介します。
 
まずは食費！

大学生の生活で、食費ってけっこうかかる。

まずは食費を抑えてくれるサイトを紹介します。

 
クーポンネット<http://www15.atwiki.jp/coupon-net/>
ファーストフードのクーポンなど基本が充実しており、

会員登録なしでクーポン印刷画面にすぐ行けます。

裏ワザなども掲載されています。

 
クーポンネットのトップがこちら。

 
左側にさまざまな検索エンジンがあります。

エリア別などもあるのですが、地方のクーポンはあまりありません・・・。

 
今回はスカイラークのクーポンを検索しましょう！

まずはスカイラークのところをクリック。

http://www15.atwiki.jp/coupon-net/


 
するとこんなページが。

パソコンだけでなく、ケータイでも使えるのはたいへん便利ですね。

あとは選択したら印刷画面になりますのでクーポンをダウンロード。

 
このほかにもコンビニや薬局でもクーポンを配布しているサイトが多いですので覗いてみてくだ

さいね♪



チラシ閲覧のサイト

食費をおさえるためには、自炊をすることも大切です。

では材料を少しでも安く手に入れるためにはどうすればいいでしょうか？

 
それはチラシのチェックです！！！

しかし、多くの大学生は新聞をとってないと思います。

そこでWeb上でチラシを見れるサイトを紹介します。
 
Shufoo! <http://www.shufoo.net/>
このサイトはCMなどで有名ですよね。
こちらがそのトップページ。

 
個人的に一番便利な検索方法は郵便番号検索。

郵便番号を入力すれば付近のお店のチラシをすべて表示してくれます。

 

郵便番号を入力して・・・検索！

 

たくさんのチラシが表示されましたね。

カテゴリーで絞ったり、近い順に表示させたりすることができるので便利です。

Myエリア登録しておけば、次回からいきなり付近のチラシが表示されるのでもっと便利になりま
すよ〜

http://www.shufoo.net/


レシピ紹介のサイト

自炊するための材料を安く手に入れる方法はわかりました。

しかし、自分の料理のレパートリーが少なかったら、飽きてしまい、続きませんよね。

 
そんな時にはクックパッド<http://cookpad.com/>
107万品のレシピがあり、利用者は1200万人にものぼります。
家庭の主婦による簡単実用レシピが多いため、料理初心者にもおススメ◎

こちらがトップページ。

料理名や、材料名、イベント（バレンタイン）などで検索することができます。

 
今回はカルボナーラを作ってみましょう。

検索エンジンでカルボナーラと検索！

 

たくさんレシピがでてきましたね。

注意してほしいのは人気順表示。

こちらは有料になります・・・

個人的には失敗の少ないレシピが簡単に調べられるのでおススメですが、

有料はちょっと・・・という方はこちらでレシピを選んでください。

 
それはつくれぽ。

つくれぽが多いければ多いほど、人気なレシピ。

もちろん人気なだけに失敗も少ないですよ！

http://cookpad.com/


 
自分でつくってつくれぽをアップするのも楽しいですね。



物を安く手に入れるためのサイト

では次にさまざまな物を安く手に入れることのできるサイトを紹介します。

 
価格.com <http://kakaku.com/>
売れ筋ランキングや、満足度ランキングなど顧客の視点による有用な情報が満載で、

どこで買うと一番安いかが分かるが一発でわかりますよ。

クチコミ掲示板などもあるので、参考になります。

トップページはこちら☆

 
ためしに「ウォークマン」を検索してみましょう。

 
450件ものヒット！
しかもさまざまな法則で並び替えれるので便利ですね。

 
またこんなサイトもあります。

 
YAHOOオークション <http://auctions.yahoo.co.jp/>

こちらは日本最大級のオークションサイトです。

新品，中古，非売品までダントツの品揃えなので、

買い逃した！って時におススメです。

 
楽天オークション <http://auction.rakuten.co.jp/>

http://kakaku.com/
http://auctions.yahoo.co.jp/
http://auction.rakuten.co.jp/


こちらのオークションサイトでは、

個人出品の物からショップが提供している商品まで、

人気商品や新製品が見つかりやすいのが特徴です。

 
Yahooオークションでは4,999円以内の入札でしたら無料なのですが、
それより高かったら有料になってしまいますのでご注意を。

 
最終的には物をタダで手に入れる方法を紹介します。

それはこちら。

 
サンプル百貨店<http://www.3ple.jp/>

 
こちらのサイトはなぜ無料なんでしょうか？

それはこちらのサイトが、企業より提供されたサンプル品、試供品、お試しセットやトライア

ルセット、そしてサンプル百貨店会員様限定商品などを

 “興味がある” “試してみたい” という方に届け、
試してた人の意見・感想を、消費者の生の声として 企業に届けるサイトだからです。
タダでものが欲しい消費者と、感想が欲しい企業をうまく繋いだサイトなんですね。

 
さまざまなジャンルのサンプルがありますよ！

 
会員登録や、抽選もありますが、試してみる価値はありますね☆

http://www.3ple.jp/


その他にも生活に役立つサイトはたくさん！

その他にも役立つサイトはたくさんありますよ。

 
まずはクリーニング代って意外と高い・・・

そこでお得な　せんたく便 <http://www.sentakubin.co.jp/>
 
配達無料だし、10枚一律5092円という安心の価格！
最短で5日間というのもいいですね。
 
トップページ。

さまざまなコースがありますね。

 
私が今注目してるのはこちら☆

保管パック！！！

 
冬服ってけっこうかさばりますよね・・・

クローゼットもパンパン（笑）

 
こちらのコースでは最大9か月保管してくれるし、
クリーニングもしてくれます。

便利！！

 
他にも外食するときのお店探しに便利なのは

 
食べログ <http://tabelog.com/>

http://www.sentakubin.co.jp/
http://tabelog.com/


 
Alike <http://alike.jp/>

 
口コミによる人気店が多数紹介されており、

地図データによる場所の表示があるので迷わず行けまね。

 
そして病気になってしまったら・・・

Qlife<http://www.qlife.jp/>！
 
こちらは医療関係の口コミになってます。

 
医療機関を探したり、薬を検索したりすることができます。

その他にも病気に関する記事がよめるので、ためになりますね。

 
また、自分の身を犯罪から守ることも大切です。

各都道府県には、警察のサイトがあります。

そちらをチェックしておくことも大事ですね。

 
 
このほかにも、きっと役立つWebサイトはたくさんあるはず！
ネットを駆使して、快適な生活をおくっていきましょう。

 
山成 佑果

http://alike.jp/
http://www.qlife.jp/


小説を読む、聴く。

 
この章はエンターテイメントに関する有用なＷｅｂサイトを紹介します。

まずは無料で小説が読める青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）
 

こちらは作家別、作品別といった条件で読みたい作品を探し、

実際に読むことができるサイトとなっています。

作品名をクリックすると作品、作家データが出てきます。あまり知らない作家でもこれが

あれば大丈夫ですね。ファイルにダウンロードをすることもできるのですが、

今回はすぐにその場で読んでみましょう。”いますぐXHTML版で読む”をクリックしてみましょう

http://www.aozora.gr.jp/


。

目次がでてきました。もちろんこの下には残りの内容が長々と書かれています。

青空文庫の収録作品数は、約11,000にのぼります。
図書館に行くこともなく、返却期限を気にすることなく気軽に文学を楽しんでみませんか。

次に小説を読み上げてもらえるサイトを紹介します。

エール（http://d-artisan.net/yell/）

このサイトは画像にある通り、下のほうのボックスから作品を検索し

様々な読み手の方に読んでもらうことができます。

http://d-artisan.net/yell/


作品の文も表示されるので便利です。

また青空作品のページにもすぐに行けるようになっています。

ただし、このサイトはやや収録作品は少なめとなっています。それでも、機械音声ではない

人の音声での朗読はなかなか無料ではしていただけるものではないので素晴らしいサイトであり

ます。



漫画、雑誌を読む

小説だけではなく、次は雑誌、漫画を読めるサイトを紹介したいと思います。

ZASSHi ONLINE （http://www.zasshi-online.com/）

このサイトでは有名な雑誌がたくさん電子書籍という形で販売されています。

下の画像を見てください。

購入すれば全てを読むことができるのですが、

なんと立ち読みでは無料で最新雑誌の数ページを試し読みすることができます。

もし本当に面白そうな雑誌であれば購入することもできますので、利用してみてはいかがでしょ

うか。

ただしこのサイトでは漫画の取り扱いが少ないです、なのでこのサイトをお勧めします。

 
Yahoo!コミック （http://comics.yahoo.co.jp/）

http://www.zasshi-online.com/
http://comics.yahoo.co.jp/


このサイトは漫画の取り扱いが豊富で、しかも有名な漫画の取り扱いも充実しています。

こちらのサイトも無料で立ち読みが可能です。

 
また次のようなサイトもあります。

漫画 on Web （http://mangaonweb.com/）

このサイトは上記のサイトに比べて無料で全てが読める作品が多いです。

ただしプロ作品ではないものが多いです。自分で漫画を描いて公開することもできます。

手軽に漫画家になってみませんか。

 
 

http://mangaonweb.com/


動画サイトの紹介

動画サイトを紹介したいと思います。

世界で最も有名な無料動画サイトと聞かれれば間違いなく

ＹＯＵＴＵＢＥですが、エンターテイメント性では決して引けを取らないサイトを紹介したいと

思います。

ニコニコ動画 （http://www.nicovideo.jp/）
 

こちらはトップページです。ニュース速報（おもに娯楽関係）まであります。

このサイトは一般的な動画サイトに比べてサービスが充実しています。

ほとんどが個人などの投稿動画ですが、

最近は公式アニメの配信、海外サッカー、映画の放送もあります。

動画を見るためには無料または有料の会員登録が必要ですが

無料の登録でも十分楽しむことができます。

では動画を見る際に重要な点を説明します。

http://www.nicovideo.jp/


まず黒丸で示したところに注目してください。この単語の数々はタグと言ってすべてリンクがあ

ります。

たとえば”スポーツ”というタグがあればそれをクリックすると、
同じ”スポーツ”のタグがついた動画を探すことができます。
動画の検索に非常に役立ちます。

また赤で示した欄はコメントスペースといいます。

ここに入力しコメントボタンを押すとが入力した時間にそのコメントが動画に表示されるように

なれます。

ではコメントを入力してみます。



 コメントスペースに”知と地の創造”というコメントを入れコメントボタンを押すと
動画に表示されました。右の欄にも注目してください私のコメントが表示されています。

この欄にはいつ、誰が（ＩＤ名）コメントしたか、どのポイントでコメントしたか表示されます

。

このように動画に様々なコメントが寄せられることで動画にさらなる付加価値が加わるのです。

しかし時には不快なコメントや見たくないコメントがあると思います。その際にはコメントを非

表示にしたり、

特定の人のコメントを非表示にすることができます。

むやみなコメントはバッシングを受けるので最初は画像にあるようなコメント練習動画で練習し

ましょう。

 
次に無料でアニメ、ドラマ、映画が見られるサイトを紹介したいと思います。

GyaO! （http://gyao.yahoo.co.jp/）

こちらのサイトは動画投稿サイトでなく、いわばネットＴＶのようなサイトです。

http://gyao.yahoo.co.jp/


様々なジャンルから番組を選ぶことができ、しかも多くの番組を無料で視聴することができます

。

 
テレビだけでは満足できない人はこれらのサイトを利用してみてはいかがでしょうか。



ゲームを楽しめるサイト

このページでは無料でゲームが楽しめるサイトを紹介したいと思います。

オンラインゲーム総合サイト（http://ge-mu.net/）

こちらのサイトでは無料で遊べるオンラインゲームが様々なジャンルにわたって紹介されてい

ます。

しかし登録が必要、追加アイテムの購入には料金が必要であるなど完全無料ではないことには注

意してください。

また

このサイトには推奨の動作環境も乗せられていますので、注意してください。

 
次にもっと手軽にボードゲームなどを楽しみたい方にはこちらのサイトもおすすめです。

SDIN無料ゲーム （http://sdin.jp/）

http://ge-mu.net/
http://sdin.jp/


こちらでは面倒な登録がなくてもプレイできるゲームが多数あります。

凝ったデザイン、キャラクターはいらないシンプルなゲームをしたい人にはおすすめです。



画像の編集、メディアクリエイターになる

エンターテインメント編、最後のページでは

画像の編集ができるサイト、メディアクリエイターになれるサイトを紹介します。

まずは画像編集サイトを紹介します。

Photoshop Express （http://www.photoshop.com/）

 このサイ
トは登録は必要ですが無料で利用できます。

試しに写真を加工してみましょう。

こちらが編集画面になります。

上に並んであるのは編集したらどうなるかというサンプルです。

効果、装飾の度合いによるそれぞれのサンプルが示されているので、わかりやすいです。

http://www.photoshop.com/


左のほうにある写真は加工した後のものになります。

光補正や水晶状になる効果、追加装飾などを試してみました。

このように編集が完了すると配信先が表示され、その配信先で編集した画像を共有することがで

きます。

 
次に映像作品が創作できるサイトを紹介します。

NHKクリエイティブ・ライブラリー（http://www.nhk.or.jp/creative/）

このサイトでは好きな映像素材を選んで編集することで、自分だけの映像作品を作ることができ

ます。

そして公開することができます。

では、映像作品を作ってみます。

 
まず素材を選んで(ダウンロードも可能です）して

http://www.nhk.or.jp/creative/


 ”作品をつくる”を選択し

画像のように上にある素材をマウスでドラッグし下に持ってくるだけで

簡単に映像作品が作れます。下の素材をクリックすれば映像のどの部分を使うか、

文字や飾り、効果音やBGMをどこに使うかが編集できます。
 

谷元 建介



OCW

この章では私たち学生には欠かせない、

また社会人にとっては教養となる学習のサイトを紹介いたします。

 
学習の形で第一に思い浮かぶのはやはり授業です。

しかし授業を受けようと思ってもお金がかかるし出かけなきゃいけない。

もし自分が住んでいるところがそのような機会に恵まれなければとても受けることはできません

。

そのような悩みを解決するのがOCW（Open Course Ware）です。
これはWebで講義資料を公開するもので、特に大学によって行われています。
 

 
 
↑は東京大学のOCWのサイトです。（http://ocw.u-tokyo.ac.jp/）
先生名・学部などから探すことができ自分のより目的に沿った授業の資料を見ることができるよ

うになっています。

さらにすべてではないですがビデオがついているものもあり、自宅で有名大学の授業を受けるこ

とも可能なのです。

 

http://ocw.u-tokyo.ac.jp/


 
 
↑は京都大学法学部のOCWです。（http://ocw.kyoto-u.ac.jp/faculty-of-law-ja）
自分が法学部なので勝手にこれを引用させてもらいました。

京都大学のOCWは法学部のものだけで約８０個ほどありとても充実しています。
一つの授業で２４回分の講義ノートがあるものもあり、内容はとても充実しています。

さらにテストの問題も掲載していて、その解答と目をつけるポイントまで記載してあります。

OCWは他に東工大学、慶応大学、名古屋大学などで行われていて
これにより大学に入っていなくても最高級レベルの授業をどこでも受けることができるのです。

 

 
↑はMIT（マサチューセッツ工科大学）のOCWです。（http://ocw.mit.edu/courses/#physics）
海外の大学が起源でOCWは行われたもので、外国の大学でも盛んに行われています。
ぜひOCWを受けてみてください。

http://ocw.kyoto-u.ac.jp/faculty-of-law-ja
http://ocw.mit.edu/courses/#physics


eラーニング

学習において授業も大切ですがそれに対をなして大切なのが自習です。

その自習をPCで効果的に行うものがeラーニングです。
 

 
↑はWebラーニングプラザというサイトです。（http://weblearningplaza.jst.go.jp/）
技術者の継続的能力開発や再教育の支援を目的とし、

科学技術振興機構が無料にて提供する、技術者向けeラーニングサービスです。
ライフサイエンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料、電気電子、機械、化学、社会

基盤、安全、科学技術史、総合技術監理、技術者倫理、知財、フロンティア、技術者教養に関す

る教材を学習できます。

少しマニアックではありますが、とても多くの分野について勉強をすることができます。

 

 
↑はWebラーニングプラザの映像型教材です。

http://weblearningplaza.jst.go.jp/


このeラーニングは映像でも受けるけることができ、初心者でもとてもとっつきやすいものとなっ
ています。

 

 
↑は動画マニュアル.comです。（http://www.dougamanual.com/index.html）
動画マニュアル.comはパソコンアプリケーションの使い方から生活全般のハウツーを動画で解説
しているサイトです。

 

 
↑のようにたくさんのジャンルがあり学習以外にもたくさんの使い道があります。

まぁ今回は学習が主題なのでeラーニング・教育 を選びたいと思います。
 

http://www.dougamanual.com/index.html
file:///tmp/puboo/43176/151217/ace7b1cd37fd2eeddb84/apps/tools/index.cgi?_cmd=view_select&l=us&ui=15&g=us


 
↑のように日本史などの学生用のもの、介護福祉国家試験対策などの試験対策、さらにはサラリ

ーマンのためのビジネスアプリなど内容は多彩です。

一分間マーケティングの方法など面白そうなものがたくさんあるのでぜひ一度eラーニングで自分
のスキルを上げてみてはどうでしょうか？



英語の勉強法

次は学習においてとても重要な位置におかれ、

近年世間的かつ国際的にも重要視されている英語の学習法について書きたいと思う。

 

 
まず紹介したいのが↑のLang-8です。（http://lang-8.com/）
これは自分が書いた外国語の文ををその外国語を母国語とする人に添削してもらう、

または逆に自分が日本語の文を添削するというように相互添削をするために作られたサイトです

。

これは本物の国際交流であり、日本で英語を教わるより効果が期待でき、ネイティブな英語を身

につけることにつながります。

また１８０ヵ国が参加をしている国際交流なのでとても交流関係が広がり、とても国際的になれ

ることは間違いありません。

ただこのサイトは登録が必要なのでその方法を説明したいと思います。

登録方法はとても簡単です。

↑のページのLearn for free!を押します
 

http://lang-8.com/


 
次に↑のようにメールアドレスを送るページが現れるのでメールアドレスを送ります。

 

 
メールが届いたらそのメールからサイトに進み、個人情報の入力に移ります。

ここで学習中の言語を２つまで上げることができます。

ここで挙げた言語の人たちと協力して添削をすることになります。

 



 
これで登録完了です。

完了したら早速日記を書く、添削などをしてみてください。

またそのほかにもコミュニティーや友人をつくる、他人の日記を読んだりとバリエーションも豊

かです。

さらにたくさんの人の添削をすることでランキングに入ることもできるのでぜひ頑張ってみては

どうでしょうか？

 

 
↑に載せたのはYou TubeにのっているLung-8の紹介ムービーです。
（http://www.youtube.com/watch?v=ykTbEPSjT5A&feature=player_embedded）
興味のある方はこのムービーを見る、または実際に登録してみてはいかがですか!!!
 
次は英語の勉強用のe-learningのALC NetAcademy2を紹介します。

http://www.youtube.com/watch?v=ykTbEPSjT5A&feature=player_embedded


まずこれはALCという会社が学習用に開発したものです。
 ALC NetAcademy2は色々な大学に導入されていて、自分が通う岡山大学にも導入されているので
この機会に紹介したいと思います。

 

 
↑はALC NetAcademy2の最初のページです。
自分のものの場合はコースが二つしかありませんが、他にもいろいろなコースがあります。

 

 
↑のようにたくさんのコースがあり、英語だけでなく中国語も勉強することができます。

さらに英語でもリスニング、リーディング、テストのように分けてありとてもやりやすくなって

います。

ではこの中で日本の中にいても活用機会のあるリーディング分野の紹介をさせてもらいます。

 



 
 このリーディングの勉強法は一つの英文を何段階かに分けて勉強するものです。
Step1は英文をスピードを計りながら読むものです。
それによりWPM（Words Per Minute)が割り出されます。
Step2は英文と日本語を照らし合わしながら読み、わからない単語や意味を確認します。
そしてこのALC NetAcademy2には単語帳の機能があるためわからない単語をためておくことがで
きます。

Step3は設問に答えます。
True or Falseやa、ｂ、ｃ、ｄから選ぶ問題があります。
Step4は読むトレーニングです。。
Step1で出したWPMを基準に音声のスピードを設定して読んだり、日本語を英文と同時に流しな
がら読みます。

これにより読むスピードや訳すスピードを上げることができます。

Step5はもう一度読み返して内容を確認します。
このような流れで勉強できる英文が５０文あります。

またレベルが高いものを購入すれば色々なものがどんどんできるので、英語の能力をとても高め

ることができます。



翻訳サイト

英語の学習、または外国語の学習で欠かせないのが翻訳サイトです。

次に紹介するのは学習に役立つ四つの翻訳サイトです。

 

 
一つ目はexisite.翻訳です。（http://www.excite.co.jp/world/english/）
これは英語、中国語、韓国語、フランス語など計１０か国語の翻訳ができます。

このサイトのいいところはマイ翻訳という機能があるところです。

マイ翻訳とは、エキサイト翻訳でうまくいったテキスト翻訳結果やよく使う原文・訳文の組み合

わせ、よく翻訳するウェブページ翻訳のURL、などを保存することのできるサービスです。
さらにこの保存内容を自分なりに修正して使うこともでき、さらには友達と共有してより良い辞

書をつくっていくことができます。

ただこのサイトの悪いところは外国語同士の変換が英語くらいしかできないところです。

なので有名な言語を使う場合にはとても優れたサイトに思えます。

 

http://www.excite.co.jp/world/english/


 
次に紹介するのはGoogle翻訳です。（http://translate.google.co.jp/）
このサイトのすごいところは６３か国語の相互変換ができるところです。

タミル語のようなマイナーな言語やラテン語のような古い言語でも翻訳できるのはすごい利点に

思われます。（ただタミル語やアラビア語などの言語をどうやって討ち入れるかは知りませんが

）

 

 
つぎはYahoo翻訳です。（http://honyaku.yahoo.co.jp/transtext/）
このサイトの利点は原文から言語を自動で判定して翻訳してくれるところです。

言語数は９か国語ですが相互変換もでき、利便性には長けています。

 

http://translate.google.co.jp/
http://honyaku.yahoo.co.jp/transtext/


 
最後に紹介するのは翻訳くらべです。

これは特に好きな翻訳サイトがない、またはより良い訳を探しているという人向けです。

１０のエンジンから一括翻訳するサイトで、日本語、英語、中国語、韓国語で活用できます。

これはとても面白いのでぜひ使ってみてください。

 
 
４つの翻訳サイトはどうでしたか?
学習編はとても学生用のサイトの紹介になってしまいましたが、

読んでくれた皆様の役に立てればと思います。

 
又平 義敬



オフィス系サービスのサイト

この項では文章制作、表計算などのオフィス系のサービスを無料で利用できるサイトを紹介して

いきます。

MS Officeなどは買った時からPCにプリインストールされていることも多いですが、そうでない
場合、買おうと思ってもかなり値が張ります。たいして頻繁に利用することがない人にとっては

手が出しにくいです。

そこでいくつかWeb上で無料で使えるオフィス系サービスを比較しながら見ていこうと思います
。

 
まずはMS OfficeのWeb版であるMS Office Web
Apps(http://www.microsoft.com/japan/office/2010/webapps)

画像はWordのものですが、ほかにExcel、PowerPoint、OneNoteの簡易版が利用できます。
利点といえばやはりソフトウェア版であるMS Officeのものと操作が似ておりほとんどの人が操作
に戸惑うことがないということと、相互に互換性があるのでソフトで途中まで作ったファイル

をWeb版で読み込む、またその逆といったことが可能という点です。
もちろん製品版と比べると機能が制限されていますし、Windows Liveへのサインアップが必要で
すが特にこだわりがなければ十分実用レベルだと思います。

 
次はThinkFree てがるオフィス(http://www.thinkfree.co.jp)

http://www.microsoft.com/japan/office/2010/webapps
http://www.thinkfree.co.jp


画像はThinkFree てがるワープロ（クイック エディット）。ThinkFreeではWord、Excel、
PowerPointにあたる作業がWeb上で行えます。ID登録必要。
最大の特徴は各モードにクイックエディットとパワーエディットという二種類があるということ

です。

クイックエディットは動作も軽く、簡単な作業をするのに作業をするのに最適ですが、パワー

エディットに比べ機能が制限されます。またインターフェイスの文字が英語なのでかえって使い

づらいかもしれません。

それに対してパワーエディットは多少重たい感じはしますが、PDFでの書き出しといった機能が
利用でき、操作感もMS Officeに近くクイックエディットにくらべ使いやすいような気がします。
MS Office Web AppsほどではありませんがMS Officeとの互換性もあり、Wordファイル等をアッ
プロードして作業が行えます。

注意点としてパワーエディットを利用するにはJavaの実行環境が必要なこと、クイックエディッ
トで作ったファイルをパワーエディットで開くと表示がおかしくなることがあることです(逆の場
合もあるかもしれません)。
 
次はZOHO Docs(http://www.zoho.jp/docs)

http://www.zoho.jp/docs


画像はZoho writer。そのほか表計算ができるsheet、プレゼンテーション資料の作成ができるshow
といったものがあります。ID登録必要。
使い勝手やMS Officeとの互換性はそこそこといったところですが、ほかのオフィス系サービスと
違う点としてオフラインモードがあることが挙げられます(ワープロであるwriterのみ)。別途ブラ
ウザプラグインをインストール(もちろん無料)することで利用可能となります。
通常Web上のオフィスを使うには常にインターネットとつながっていることが前提となり、ファ
イルの保存もWeb上に行うことが多いので、不意に接続が途切れたりすると作業ができなくなる
ことがありますが、このオフラインモードを使えばネットに接続していない状態にあっても作業

が可能です。

そのため外出先等で作業しなければならない人には便利といえるでしょう。

 
最後にGoogle Docs(http://docs.google.com)

http://docs.google.com


画像は例よってワープロ。そのほか表計算、パワポに加えて、簡単にアンケートが作れるフォー

ムというモードがあります。

MS Officeとの互換性は上記のものに比べて最も低く、またシンプルではありますが機能が少なす
ぎて実用的ではないというのが個人的な感想ですが、フォームは便利ですし、Googleアカウント
を持っていれば新たなID登録が不要(岡大のGmailアドレスでOK)という利点もあります。
とはいえレポート製作、プレゼン用の資料作成に使うのでしたら、上記のどれかを使うことをお

ススメします。

 
最後にすべてのWeb上オフィスサービスに言えることとして、まずインターネット環境がなけれ
ば使えない(Zohoにはオフラインモードがあるが、それを立ち上げるにはやはりWeb上でのログイ
ンが必要)ことと、予期せぬトラブル(回線の切断、ブラウザのフリーズ)がソフトに比べて多く安定
性に欠けるので、より一層こまめな作業経過の保存が必要ということです。

どうしても有償版のオフィスソフトに比べればいろいろな面で劣ることは確かなので、そのあた

り割り切って使うのが賢いと言えるでしょう。



ファイル形式の変換サイト

この項では様々な形式のファイルを別の形式に変換することができるWebサイトを紹介します。
仕事でも趣味でも、PC上で様々な作業を行う上でファイルの変換という行為は頻繁に行われるも
のだと思います。

紹介するのはWeb上で簡単に行えるものばかりです。
 
まずはPDFファイルをWordファイルに変換できるサイト
PDF to Word Converter(http://www.pdftoword.com/)

サイトはすべて英語ですが画像のしるしの部分だけ見ればいいです。

「参照」をクリックして変換したいPDFファイルを選び、任意のメールアドレスを打ち込めばそ
のアドレス宛てに変換されたWordファイルが届きます。
 
もうひとつ。Convert PDF to Word Online for Free(http://convertpdftoword.net/)

http://www.pdftoword.com/
http://convertpdftoword.net/


こちらは説明が要らないくらいシンプル。右にPDF関連の他の形式への変換サイトのリンクがあ
るのでそちらも使えます。

 
次にPDFに限らず使える汎用的なファイル変換サイトを紹介します。
Convert.Files(http://www.convertfiles.com/)

このサイトではドキュメントファイルをはじめ、映像、画像、オーディオファイルも変換でき

ます。

またローカルファイルだけでなく、URLを打ち込めばWeb上のファイルを直接変換することがで
きます。

 
ZamZer(http://www.zamzar.com/)

http://www.convertfiles.com/
http://www.zamzar.com/


このサイトはローカルファイルの変換のみで、最初に紹介したサイトのようにメールアドレスを

打ち込む必要があります。

 
紹介してきたサイトはどれも簡単にかつ短時間で変換が行えるサイトですが、たとえば映像ファ

イルから音声だけを抜き出すといったことは専用のソフトを使って、詳細な設定を行ったうえで

したほうがよいと思われます。用途に応じて使い分けましょう。



セキュリティサービスのサイト

この項ではPCの中のウイルスやスパムを検索、発見してくれるサイトを紹介します。
昨今セキュリティソフトを導入していないPCのほうが稀だとは思いますが、手軽に利用できる
ので。

 
まずはSymantic Security Check(http://security.symantec.com/sscv6/home.asp?
langid=jp&venid=sym&plfid=21&pkj=JJJSBLTUEIOVLDNHLIE)

Nortonの無料版のような位置づけのサイト。ウイルス検出を行うには別途アドオンが必要です。
 
次にトレンドマイクロ オンラインスキャン(http://virusbuster.jp/onlinescan/)

Webサイトというか、スキャン自体は.exeファイルを実行することにより行うものなので、セキュ
リティ環境によっては実行できない場合があります。

 

http://security.symantec.com/sscv6/home.asp?langid=jp&venid=sym&plfid=21&pkj=JJJSBLTUEIOVLDNHLIE
http://virusbuster.jp/onlinescan/


他のセキュリティサービスのサイトにも言えることですが、両サイトとも対応していないOS,ブラ
ウザでは機能しないのでお使いのPCの環境をチェックしてください。また、これらのサイトでは
ウイルスの検出は行ってくれても、ウイルスの削除まではしてくれません。脅威が検出された場

合は他のセキュリティソフトをつかって排除しましょう。

 
※McAfee FreeScanおよびKaspersky Online Scannerはサービスを終了しているようなので
注意！



スケジュール・タスク管理のサイト

この項では月・週・日の予定管理とTodoの管理ができるサイトを紹介します。
オンラインでタスク管理をする利点として、他人と予定やタスクを共有することによって集団作

業が進めやすくなることが挙げられます。なにかグループワークをする際にはぜひ活用してみて

ください。

 
まずはGoogleカレンダー

とてもシンプルで扱いやすく、例によって別途アドオンが必要ですがオフラインモードがあり

ます。月・週・日ごとの予定を書き込むことができます。予定をGmailにてお知らせするといった
ことも設定次第でできるので、スマートフォン等でGmailを受信できるようにしている方には利用
価値があるのではないでしょうか。

 
次にYahoo!JAPANカレンダー



Googleのものに比べ、広告などが入っており若干ごちゃごちゃした印象を受けます。こちらもほ
ぼ似たようなことができますがオフラインモードはありません。アカウントを持っているほうを

使えばいいのではないでしょうか。

 
続いてCheck*pad(http://www.checkpad.jp/)

Todoをリストに追加し、やり終わったらチェックを入れるだけというこれ以上ないほどシンプ
ルなタスク管理サイト。ID登録に使用したメールアドレス宛にリストを送信することも可能です
。

 
最後にremember the milk(http://www.rememberthemilk.com/)

http://www.checkpad.jp/


期日や優先度を設定できたり、タグをつけて管理できたりと高機能なタスク管理サイト。登録し

たメールアドレスに時間を設定してリマインダを送ることが可能。また、Outlook, BlackBerry and
Windows Mobileと同期することができます。画面右のリストが画面をスクロールしても連動して
動いてくれるなど細かい作り。

「このリストに未完了のタスクはありません。わーぃ！」

 
清水 仁志



Facebookでアンケート作成

Facebookには、デフォルトでアンケート作成のアプリがあります。

　ログイン後、[ホーム]で[クエスチョン]を選択すると…

このように質問を書き込むことができます。「回答の選択肢を追加」を選ぶと、

また、作成した質問をFacebook上の友達に知らせることができるので、これを利用することで友
達に質問もしやすいため、非常に有用です。



アンケートツクレールでアンケート作成

次に、アンケートツクレール http://enq-maker.com/をご紹介します。
個人的にアンケートツクレールの好きなところはユーザー登録が不要な点です。web上のツールを
使おうと思うと、よくユーザー登録が必要なものを目にしますが、このアンケートツクレール

はユーザー登録が不要です。

では、早速アンケートを作成してみましょう。

ホームで「アンケートを作成」を選択すると、このように自動で作成するか手動で作成するかを

選ぶことができます。

まずは、「自動で作成」を選んでみましょう。

http://enq-maker.com/


ここでは最も簡単な「なんでもアンケート」を選んでみましょう。アンケートを作成したいもの

の名前を入力します。

すると受付回答数、受付回答数に達した時の対応、二重回答の防止などの設定を行う画面が出て

きます。

基本的には初期設定のままでよいと思います。

「次へ」をクリックすると…

このように自動的にアンケート項目が作成されます。ただ、ここで気を付けなければならない

のは、アンケートは自動的に作られるので、どうしても文章として成り立っていないような質問

が出てきます。

そんな時は各項目にある「編集」をクリックして…

このように質問文の編集、単数選択や文章入力など質問形式の変更、選択肢の編集などが可能



です。

あとはこの作業を繰り返し、製作者情報を入力します。

すると「回答を受け付けますか~」と出てくるので「次へ」をクリックするだけです。
本当に簡単なので是非実際にやってみてください。



URLの短縮

せっかくwebでアンケートを作成しても、URLが長いと多くの人は面倒くさいと感じ、回答する気
をなくしてしまう可能性があります。アンケートは数人ではなく、多くの人に回答してもらわな

ければなりません。そんな時に利用したいのがbit.ly http://bit.ly/です。

ユーザー登録が不要でURLを入力するだけでそのURLを別の短いURLに短縮してくれます。
下のように短縮したいURLを入力し、[Shorten]をクリックすると、

 

http://bit.ly/


簡単にURLが短縮されました。たったこれだけの作業でURLが短縮できるので、これをうまく活
用することで自分の作成したアンケートがより多くの人に回答してもらえる可能性がぐっと増え

ます。

 
齋藤 祐介


